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〈特集：日仏演劇協会創立 60周年〉 

 

日仏演劇協会回想録（2004～2008） 

 

穴澤 万里子 

 

 

私が日仏演劇協会の会員になったのは 2004 年だったと記憶している。そこから 2008 年、サバティカ

ルイヤーでパリに行くまでの 4 年間の会の様子を振り返ってみたい。会報が復刊 1 号として久しぶりに

刊行されたのが 2008 年 12 月。2004 年度から 2007 年度まで何の活動もなかったのかと言えばそんなこ

とは決してなく、それまでの静寂を破るかの如く多くのイベント1が開催され、日仏演劇協会の名前も周

知されるに至ったと思う。新米演劇研究者にとっては演劇学の知識だけでなく、人との出会いが嬉しい、

今から振り返れば刺激的で有難い４年間であったと思う。 

前述の会報 1 号の活動記録によると、2004 年度は 10 月 27 日に日仏会館で行われたアンヌ・ユベルス

フェルト氏の講演会「コルテス、その才能の諸地平」に始まって 2005 年 3 月 26 日の日本大学芸術学部

で行われたビデオ・セミナー「『綿畑の孤独のなかで』を観る」まで総会を含む４つのイベントが開催さ

れた。イベントの数こそ少なかったが、母校パリ第 3 大学の名誉教授であったユベルスフェルト氏の講

演は、私にとって特別な意味を持っていた。彼女の著書 Lire le théâtre『演劇を読む』の中の行為項の図

式2を今でも授業中に引用する私にとって、この講演は日仏演劇協会と会の再出発にふさわしいものであ

った。内容は会報 1 号、2 号のユベルスフェルト氏の原稿（前・後）「コルテス―その才能の諸地平」（佐

藤康訳）を参照されたい。 

2005 年度と 2006 年度、日仏演劇協会の活動は大きく分けて二つに分類される。「日仏演劇セミナー」

と早稲田大学 21 世紀 COE 演劇研究センターとの共催で開催された研究会である。2005 年度の「日仏演

劇セミナー」はやはり会報 1 号の佐藤康氏の活動報告を読んで頂ければおわかり頂けると思うが、演出

家の時代で影を潜めていた劇作家の時代の再来を予感して、時系列に 4 名の作家（ジャン＝リュック・

ラガルス、ミシェル・アザマ、ノエル・ルノード、ベルナール＝マリ・コルテス）を取り挙げて紹介し、

リーディング上演を行って参加者と意見交換をするという、意欲的な試みであった。講師は佐藤康氏と佐

伯隆幸氏。全５回。場所は全て東京日仏学院であった。 

早稲田大学 21 世紀 COE 演劇研究センターは、ホームページによると、新しい演劇学の概念を打ち立

てることを目的として、学内外、国内外から広く演劇研究者を結集し、坪内逍遥博士記念演劇博物館と文

学研究科芸術学専攻とを中核として設立された。2002 年度から 2006 年度まで採択されたプログラムは

 

1 https://sfjth.mystrikingly.com 

2 言語学者 A・J・グレマスが発表した物語に関する理論的モデルを演劇に援用して作られた図式。ユベルスフェルトは

この図式で「登場人物や劇行為よりもはるかに一般的な、私たちが行為項と名づける辞項のあいだの少数の関係」を

見つけ出すことが可能だとしている。 
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どれも魅力的で、当時日仏演劇協会会員・実行委員であった藤井慎太郎氏の企画によるフランス演劇に関

するシンポジウムと研究会はハンス＝ティース・レーマン氏、エマニュエル・ヴァロン氏、J・ジュルド

ゥイユ氏、エレン・ヴァロプル氏をゲストに迎え、10 月に３回開催された。またこの年は ITI（国際演劇

協会）との共催でシアターχでシンポジウム「現代のフランス演劇の諸相」が開催され、佐藤康氏の司会

で佐伯隆幸氏がフランス演劇を歴史から紐解いて現在まで鮮やかに解説し、高橋信良氏がアルトーの身体

性と現在への影響を語り、穴澤が日本の演劇教育の現場からヤン・ファーブルを例にとって「身体からと

らえた演劇」について語り、最後に佐藤氏がそれぞれの話を踏まえて 2005 年度の日仏演劇セミナーの総

括と劇作家の可能性について語った。 

2006 年度は 6 月 10 日に学習院大学で総会が開かれ、「日仏演劇セミナー」は、「ベルナール＝マリ・コ

ルテスの世界」で全 5 回。東京日仏学院で開催され、講師は佐伯隆幸氏、佐藤康氏であった。早稲田大

学 21 世紀 COE 演劇研究センターのプログラムは 8 回。ベアトリス・ピコン＝ヴァラン（CNRS）氏、

演出家のジャン＝ミシェル・リブ氏、その後会員を含め、実行委員が翻訳することになる『演劇学の教科

書』のクリスティアン・ビエ氏とクリストフ・トリオー氏の講演会やセミナーが開催された。 

2007 年度は 6 月 10 日に早稲田大学で総会が開かれ、「日仏演劇セミナー」は「同時代演劇への招待１、

２」と題して全 2 回、東京日仏学院で行われた。１回目はミシェル・ヴィナヴェールの『テレビ番組』

をめぐって開催され、鵜山仁氏の演出で新国立劇場演劇研修生によるリーディング公演があった。2 回目

はベルナール＝マリ・コルテスの『ハムレットの物語の殺人の日』を翻訳を西樹里氏、演出を佐藤康氏で

リーディングが上演された。４年間を振り返ってみると佐伯先生は勿論のこと、佐藤康さんの働きの多さ、

大きさに改めて驚かされる。 

2000 年代初め、活動も会員も減ってしまった日仏演劇協会の再起を願って、佐伯隆幸新事務局長の下、

若いフランス演劇研究者が集められた。どんなに忙しくても佐伯先生の学習院の研究室に通ったのは、知

性と愛情に溢れた先生の魅力によるのに違いないが、同年代のフランス演劇研究者に出会うことがひたす

ら嬉しかった。佐伯先生は学生同様、若い研究者に寛大で、来られる時に参加すればよいと仰り、滅多に

来ないのに意見は言い、打ち上げには参加する生意気な私を実行委員に残しておいて下さった。感謝しか

ない。長引く新型コロナウィルスの感染拡大で会うこともままならないが、願わくば現在の若い、優秀な

実行委員たちも同じ経験をしてほしい。知的興奮と仲間を持ってほしい。 

 

 

（日仏演劇協会実行委員、明治学院大学文学部芸術学科・演劇身体表現コース教授） 

  


